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↑相談の予約は 
 大畑美紀 

74-2310 

✿
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
相
談
を
✿ 

日
本
共
産
党 

無
料
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
後
４
時
〜 

西部地区事務所 
37 － 0171

１２月議会報告 
12月１日～17日 新

は
つ
か
い
ち 

22002211 年年賀賀春春  
本
年
も 

よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す 

 

日
本
共
産
党 

廿
日
市
市
委
員
会 

今
年
度
の
入
園
希
望
が
な
く
休
園
中

の
鳴
川
保
育
園
（
大
野
地
域
）
に
つ
い

て
、
園
児
数
の
減
少
や
、
園
舎
の
老
朽

化
を
理
由
に
廃
止
す
る
も
の
で
す
。
保

育
園
再
編
構
想
で
早
期
「
廃
園
」
方
針

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
定
員
30
人

に
対
し
て
平
成
29
年
度
20
人
、
平
成

30
年
度
14
人
、
令
和
元
年
度
７
人
の
児

童
が
在
園
。
鳴
川
保
育
園
は
小
規
模
で

周
囲
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

延
長
保
育
、
０
歳
児
保
育
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
点
で
は
先
に
廃

止
さ
れ
た
玖
島
・
浅
原
保
育
園
と
同
じ

で
す
。
地
元
で
は
廃
園
後
の
活
用
策
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
る
（
市
の
説
明
）

と
の
こ
と
で
す
が
、
地
域
の
た
め
に
は
、

保
育
園
の
存
在
に
勝
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
賛
成
多
数
で
可
決
。
大
畑
議

員
は
廃
止
に
反
対
し
ま
し
た
。 

意 見 書  

鳴川保育園廃止 
保育園条例の一部を改正する条例 

 

一般会計 

新型コロナの影響で利用料収入が減少した指定管理

施設の事業者に対し、委託料を追加するものです。 

■指定管理委託料追加   4600万円 
自転車駐車場        250万円 

スパ羅漢          830万円 

宮浜温泉グラウンド・ゴルフ場 90万円 

宮島包ヶ浦自然公園     8８0万円 

はつかいち文化ホール/美術ギャラリー 

520万円 

スポーツ施設（グローバルリゾート総合スポー

ツセンターほか）     1900万円 

パークゴルフ場       130万円 
 

国民宿舎事業会計 

みやじま杜の宿は、指定管理者から市へ納付金を納

める契約になっていますが、新型コロナの影響で減収

となったため納付金を減額するものです。 

■指定管理納付金の減額 △4613万９千円 
みやじま杜の宿    △4613万９千円 

 

 

主なもの 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
の
主
導
的
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書 

（
賛
成
多
数 

反
対
１
…
角
田
議
員
） 

尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
で
の
中
国
公

船
に
よ
る
漁
船
追
尾
等
に
関
す
る

意
見
書 

（
全
会
一
致
） 

財産の取得 

大
畑
美
紀
議
員 

条例改正 

臨
時
会
（
11
月
24
日
） 

廿
日
市
市
議
会
で
は
、
２
０
１
７
年
９
月

議
会
で
も
「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
調

印
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。」
と
す
る
「
核

兵
器
廃
絶
へ
向
け
て
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一

致
で
採
択
し
て
い
ま
す
。 

意見書全文は市議
会ホームページに
掲載されます。 

しんぶん赤旗日曜版 
2020 年ＪＣＪ大賞 

「桜を見る会」私物化のスクープ
と一連の報道が第 63 回日本ジャ

ーナリスト会議（ＪＣＪ）の大賞

に選ばれました。赤旗は 2014年に

編集部、2018年には政治部・外信

部がＪＣＪ賞を受賞しています

が、大賞は今回が初めてです。 

 大手メディアの「権力監視」力

が低下していると言われる今、し

んぶん赤旗の「権力監視・追及」

の姿勢が注目されています。 

ご希望の方には見本紙をお届けし

ます。日刊は電子版もあります 

２
０
２
０
年
12
月
25
日
現
在
、
日
本
政

府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
な

ど
参
加
を
求
め
る
意
見
書
は
、
全
国
517
自

治
体
議
会
で
採
択
さ
れ
（
趣
旨
採
択
13
含

む
。）、
県
・
市
町
村
自
治
体
の
29
％
に
な

っ
て
い
ま
す
。
広
島
県
は
17
自
治
体
で
す
。 

コロナ危機のもと 社会を弱く、も

ろいものにしてしまった「新自由主

義」を終わらせ、新しい日本を 

（日本共産党のホームページをご覧ください） 

核兵器禁止条約 1 月 22 日発効 
 批准国が条約発効に必要な 50か国を超え（2020年12月 11日時点で批准国51
か国 署名国86か国）今年1月22日、条約が発効します。日本政府は「日米同
盟の下で核兵器を有する米国の抑止力を維持することが必要」として条約に署名

していません。広島県は日本政府に対し批准・署名を求めています。 
 

コロナ危機を乗り越え 
新しい日本を 

コロナでお困りの
ことがありました
ら、お気軽にご相
談ください 

 

市道熊ヶ浦鯛ノ原線(１工区)整備事
業の用地を買い入れるものです。 
面積 26,472.14 ㎡のうち14,389.43 ㎡ 

取得価格 1億 9575 万 604 円 

相手方  (株)中国新聞社 

 地目は宅地・山林・雑種地 
大野地域の早時鯛ノ原線の鯛の原交

差点から、ちゅうぴーパークの南西

側を通り、熊ヶ浦地区の国道 2号（広
島カープ練習場近く）につながる道

路用地です。道路は山陽本線と立体

交差します。市は「早時鯛ノ原線の

渋滞緩和につながる」と説明。1工区
の総事業費は約 21億 8千万円。 

2019年分政党助成金 10党が35７億円支出 

2019 年の政党助成金使途報告書による 10 党の支出総額は
357億円（自民党163億円など）。 日本共産党は、税金を政党
が山分けする制度は国民の思想信条の自由を侵し、民主主義を

ゆがめるとして受け取りを拒否し、廃止を主張しています。  

３
月
定
例
会
は
、
２
月
16
日
（火
）開
会
予
定
で
す
。
新
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
す
。 

本
会
議
・
委
員
会
・
議
員
全
員
協
議
会
が
傍
聴
で
き
ま
す
。
本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
ま
す
。 

 

補正予算 



 

大
畑 

 

生
活
保
護
費
は
２
０
１
８
年
か
ら

段
階
的
に
削
減
さ
れ
、
10
月
に
は

生
活
扶
助
費
の
削
減
が
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
生
活
保
護
の
果
た

す
役
割
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
お
り

削
減
す
べ
き
で
は
な
い
。 

①
厚
労
省
は
、
基
準
見
直
し
で
医

療
・
介
護
・
年
金
な
ど
47
施
策
で

悪
影
響
が
出
る
と
し
て
い
る
。
生
活

保
護
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
本
市

の
利
用
者
へ
の
影
響
、
他
の
制
度
へ

の
影
響
は
ど
う
か
。 

②
経
済
・
雇
用
状
況
へ
の
影
響
の
長

期
化
が
予
想
さ
れ
る
。
市
民
生
活
の

現
状
は
。
ま
た
、
返
済
の
必
要
な
融

資
貸
付
よ
り
生
活
保
護
が
適
切
な
場

合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
対
応
は
。 

③
生
活
保
護
は
憲
法
に
基
づ
く
権

利
で
あ
る
こ
と
を
市
民
に
十
分
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
が

ど
う
か
。 

大
畑 

吉
和
地
域
を
含
む
広
範
囲
に

計
画
中
の
大
規
模
風
力
発
電
（
仮
称
）

広
島
西
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
は

環
境
影
響
評
価
配
慮
書
に
対
す
る
市

長
意
見
で
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
環

境
や
健
康
へ
の
悪
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。 

山
地
の
大
規
模
な
改
変
に
よ
る
災

害
誘
発
や
生
態
系
の
破
壊
な
ど
環
境

影
響
、
及
び
市
民
生
活
・
健
康
へ
の

影
響
を
回
避
で
き
る
の
か
。 

 

答
弁 

環
境
産
業
大
臣
意
見
書
で
は

「
重
大
な
影
響
を
回
避
又
は
十
分
に
低

減
で
き
な
い
場
合
は
、
風
力
発
電
設
備
等

の
配
置
等
の
再
検
討
、（
中
略
）事
業
計
画

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
」
等
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
環
境
影
響
評
価
手
続
を
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
で
、
懸
念
さ
れ
る
影
響
は

十
分
に
低
減
、
ま
た
は
回
避
で
き
る
。
必

要
な
意
見
を
述
べ
適
正
な
事
業
実
施
を
働

き
か
け
て
い
く
。 

 

大
畑 

「
回
避
・
低
減
で
き
る
」
と

あ
れ
ば
そ
の
通
り
受
け
と
め
る
の
か
。

環
産
相
意
見
中
の
「
重
大
な
影
響
」
で

な
け
れ
ば
よ
い
の
か
。
住
民
合
意
を
得

る
こ
と
は
ど
う
か
。 

コ
ロ
ナ
禍 

市
民
生
活
を
守
る
に
は 

答
弁 

① 

世
帯
に
よ
り
、
減
少
・
増
加
・ 

影
響
な
し
が
あ
る
。
国
所
管
の
も
の

は
、
で
き
る
限
り
他
の
制
度
へ
影
響

が
出
な
い
よ
う
対
応
が
示
さ
れ
て
お

り
、
準
要
保
護
者
に
係
る
就
学
援
助

な
ど
市
独
自
の
実
施
事
業
に
つ
い
て

も
、
国
の
対
応
方
針
に
沿
い
適
切
に

対
応
す
る
。 

② 
相
談
は
、
生
活
支
援
セ
ン
タ 
ー
で
、関
係
機
関
と
の
連
携
で
支
援
。

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
」
な
ど

社
協
や
市
の
支
援
策
を
始
め
、
支
援

の
み
で
は
生
活
が
困
難
な
場
合
は
生

活
保
護
の
申
請
を
促
し
て
い
る
。 

③ 

憲
法
第
25
条
の
理
念
に
基 

づ
き
、
生
活
保
護
法
で
明
記
さ
れ
て

い
る
。
制
度
の
理
解
を
図
り
、
真
に

必
要
な
人
が
た
め
ら
う
こ
と
な
く
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
く
。 

大
畑 

森
林
が
十
分
利
用
さ
れ
ず

鳥
獣
被
害
が
増
加
、
山
林
開
発
に
よ

る
森
林
環
境
境
へ
の
悪
影
響
も
懸
念

さ
れ
る
。
①
市
有
林
の
整
備
や
製
品

化
の
状
況
は
。
市
有
林
以
外
の
民
有

林
整
備
推
進
施
策
は
。
森
林
環
境
保

全
の
観
点
か
ら
、
市
域
内
森
林
は
ど

う
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。
②
地
籍

調
査
の
強
化
が
必
要
で
は
。
ま
た
全

国
的
に
外
資
系
資
本
の
森
林
購
入
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
本
市
で
同
様

の
こ
と
が
あ
れ
ば
対
応
は
。 

 

答
弁 

①
林
業
経
営
者
に
販
売
し
市
場

へ
、一
部
は
地
元
木
工
業
者
と
連
携
し
て

製
品
開
発
に
活
用
。令
和
元
年
度
は
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
市
産
材
ヒ
ノ
キ

の
積
木
を
保
育
園
に
配
布
し
た
ほ
か
製

品
開
発
を
試
み
て
い
る
。 
適
切
な
維
持
管
理
が
で
き
ず
所
有
者

森
林
環
境
の
保
全
は 

が
経
営
管
理
す
る
意
思
の
な
い
民
有

林
は
、
森
林
経
営
管
理
法
（
Ｈ
30
年

制
定
）に
基
づ
き
自
治
体
が
経
営
管
理

権
を
取
得
、経
営
可
能
な
森
林
は
林
業

経
営
者
へ
集
積
・
集
約
化
し
、
経
営
に

適
さ
な
い
森
林
は
自
治
体
が
直
接
管

理
す
る
。令
和
元
年
度
か
ら
玖
島
地
区

の
民
有
林
で
調
査
を
開
始
し
て
い
る
。 

市
有
林
・
民
有
林
約
半
数
が
本
格
的

な
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
。
伐
採
だ
け

で
な
く
再
造
林
で
森
林
の
多
面
的
機
能

の
維
持
保
全
を
行
う
。
②
境
界
が
確
定

で
き
な
い
土
地
が
増
加
傾
向
で
、
地
籍

調
査
の
進
捗
に
影
響
を
与
え
る
状
態
で

あ
る
。
一
定
の
職
員
体
制
確
保
は
で
き

て
い
る
。
専
門
的
人
材
の
配
置
や
計
画

的
育
成
で
強
化
し
た
い
。
外
資
系
資
本

等
に
よ
る
売
買
に
、
市
独
自
の
対
応
は

難
し
い
。 

  生活福祉資金（緊急小口資金・総合支
援資金）貸付金（市から社協へ聴き取り） 

年度 件数 総支給額 

Ｒ１ ３ 28万６千円 

Ｒ２ 496 1億４９０万９千円 

Ｒ１年度はＨ31年4/1～Ｒ2年3/24 

Ｒ2年度はＲ2年3/25～10/31 

Ｒ2年度うち、総合支援貸付は95件 

住居確保給付金事業 

年度 件数 延月数 

Ｈ30 ７ １７月 

Ｒ１ ４ ６月 

Ｒ２ ２９ ８５月 

額は省略 Ｒ2年度は10/31までの決定分  

一時生活支援事業 

年度 件数 延日数 

H30 ６ 222日 

Ｒ1 ３ 252日 

Ｒ２ ４ 332日 

額は省略 Ｒ2年度は10/31までの決定分  

 

林
業
再
興 

生活保護申請件数

（4月～10月） 

Ｒ1年度 58 件 

Ｒ2年度 56 件 

生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
へ
生
活
費
や

一
時
的
に
必
要
な
資
金
を
低
金
利
ま
た
は

無
利
子
で
貸
付
け
る
制
度
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
ふ
ま
え
、
対
象
を
低
所
得
者
世
帯
以
外

に
も
拡
大
し
、
休
業
・
失
業
や
減
収
な
ど

で
生
活
資
金
に
困
っ
て
い
る
方
へ
「
個
人

向
け
緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
」
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

①
緊
急
小
口
資
金
…
一
時
的
な
生
活
維
持

の
た
め
の
貸
付 

上
限
20
万
円 

②
総
合
支
援
資
金
（
生
活
支
援
費
）
…
２

人
以
上
の
世
帯
で
月
20
万
以
内
、
単
身
者

で
月
15
万
円
以
内
の
貸
付
。
貸
付
期
間
は

原
則
三
ヵ
月
以
内
。
①
と
②
は
重
複
貸
付

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

総
合
支
援
資
金
の
貸
付
期
間
の
延
長

（
三
ヵ
月
以
内
）
も
可
能
で
す
。
所
得
の

減
少
が
続
く
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
償
還

（
返
済
）
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度 

電源開発(株)Ｊ-POWER が計画
中の風力発電の風車の高さは
約 150m。ブレード（羽根）の
長さは約 60m、運搬用道路の造
成工事だけでも、環境への悪影
響が予想されます。 
 550ｔクレーンで組み立て → 

（電源開発(株)ホームページ） 

環境・健康への影響大 中止すべき 

 

大規模風力発電事業 

森
林
経
営
管
理
制
度
…
木
材
価
格
の
低
迷
で
経
営
意
欲
を
な
く
し
山
林
を
放

置
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
態
が
あ
り
、経
営
管
理
権
を
奪
う
の
は
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
市
町
村
へ
儲
か
ら
な
い
森
林
の
管
理
な
ど
の
困
難
な
仕
事
を
担
わ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
林
業
政
策
、
住
宅
政
策
こ
そ
転
換
す
べ
き
で
す
。 

＝ 新はつかいち＝ 
大畑美紀議員の一般質問 

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ 

答
弁 

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
、
よ
り
良
い
事
業
計
画
に

し
て
い
く
の
が
事
業
者
の
責
務
で
あ

る
。
慎
重
に
判
断
し
た
い
。
環
境
ア
セ

ス
で
の
中
で
は「
住
民
合
意
」は
な
い
。 

 

大
畑 

住
民
合
意
が
必
要
な
い
の

は
問
題
だ
。
多
く
の
懸
念
が
あ
り
な

が
ら
、
そ
れ
を
上
回
る
地
元
や
市
民

利
益
は
あ
る
の
か
。 

 

答
弁 

金
銭
的
に
は
固
定
資
産
税
等

が
あ
る
が
、
化
石
燃
料
に
頼
ら
な
い
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
は
、
全
体
の
市
民

利
益
に
な
る
。 

 

大
畑 

全
国
の
例
を
見
て
も
、
市
民

の
た
め
に
中
止
す
べ
き
だ
。 

 

答
弁
…
市
長 

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の

視
点
で
は
推
進
す
べ
き
事
業
で
あ
る
。

市
長
意
見
が
な
い
が
し
ろ
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
全
国
で
様
々

な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
市
民
生
活
や
自
然
環
境
に
大
き
な

影
響
が
な
い
よ
う
に
、
影
響
が
最
小
限

に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。 


